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研究成果の概要（和文）：伊勢神宮は日本の最も重要な聖地の一つであって研究はおびただしいが、伊勢神宮の近現代
史に限っては研究がないも同然である。本研究は明治維新から２０世紀をへて今に至る伊勢神宮の通史をこころみるも
のである。
伊勢神宮の天皇、国家、そして国民との関係をつねに視野に入れながら、波乱万丈の近現代史をたどる。明治期におけ
る伊勢神宮の空間的改革、伊勢をめぐる戦前のメディアなどの言説、戦後における伊勢神宮の法人化および脱法人化の
動きに光をあてる研究である。

研究成果の概要（英文）：Ise is one of Japan's most sacred sites. There is much research on its long 
history up until the 19th century but next to nothing is written on its modern history. This research 
project is an attempt to plug the gap and write an introductory history of modern Ise from the Meiji 
Restoration of 1868 through the prewar years to the present day.

The present research keeps a constant eye on the Ise shrines' relationship to emperor, state and people, 
as it surveys the main turning points in the past 150 years. Amongst other things, it aims to shed light 
on the spatial transformations in the Meiji period, the media coverage and other Ise discourse in prewar 
Japan, and the privatization and subsequent attempts at "deprivatisation" that characterise Ise's 
post-war history.

研究分野： 近代史

キーワード： 伊勢　宇治山田　聖地　式年遷宮　天皇　御師　旅　脱法人化

  ２版
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１．研究開始当初の背景 
（１）日本史上最も重要な聖地である伊勢神
宮については、研究がもちろん多いが、これ
までの大きな盲点は明治維新以降の近現代
史の研究である。古代、中世、近世なら優れ
た成果が夥しいが、19 世紀後半から戦後まで
の伊勢神宮の歴史については、殆ど研究され
ていないのが現状であった。 
（２）2013 年に行われた式年遷宮の数年前か
ら伊勢神宮はメディアなどから注目を浴び
はじめていたが、（日本の近代史が専門の）
研究代表者はその近現代史を語る研究のな
さを痛感して、研究に乗り出すことにした次
第である。 
（３）近現代史の研究は、全くなかったわけ
ではないことを記しておく必要がある。本研
究を開始した時点において、神宮司庁編『神
宮・明治百年史 上・下』1988 年は学界（主
に神社界）の主な業績であったが、本研究を
開始してからは伊勢市編『伊勢市史』の近代
編および現代編が刊行された。どちらも注目
すべき業績である。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究「神都物語：伊勢の近現代史」
の目的は明治維新を出発点に明治から大
正・昭和をへて平成にいたるまでの伊勢神宮
の歴史を通史的に語ることにあった。 
（２）通史と言ってもそれぞれの時代状況に
おいて伊勢神宮がどう構築・再構築され、ど
う対応してきたのかに注意を払い、あくまで
も（広義の）社会との関係においての、その
歴史を語ることを狙いとした。 
（３）研究成果を日本国内の研究者のみでな
く、一般の人々に対しても、そしてまた海外
（主に英語圏）の日本研究者、日本に関心の
ある人々に対しても分かりやすく提供する
目的があった。 
 
３．研究の方法 
（１）基本的に時代順をおって伊勢神宮の近
現代史を辿ることとし、明治、大正・昭和（前
期）、昭和（後期）・平成それぞれの時代にお
いて伊勢神宮の社会との移り変わる関係性
を浮き彫りにすることとした。 
（２）それぞれの時代の特徴を引き出しなが
らも伊勢神宮の、国民、国家（政府）、天皇
との複雑な関係性を常に視野に入れる方法
をとった。 
（３）明治期については激減した参拝者を伊
勢神宮及び地元の実業家がどういう戦略を
もって参拝者を再び伊勢に誘致しようとし
たのか、また近代国家およびその主権者たる
天皇がどのような関係を伊勢神宮と打ち立
てようとしたのかを考察し、さらに空間論を
もって明治期の伊勢（宇治山田）が新しく形
成されていく力学を考察の対象とした。大
正・昭和（前期）については、儀礼論を応用
して昭和４年の式年遷宮の解明にあたった
が、他にはメディア、教科書、そして伊勢神

宮自らの広報作戦の言説分析をおこない、伊
勢神宮が日本の公共文化の中心に位置づけ
られていく過程を探った。昭和（後期）・平
成に関していえば戦後の式年遷宮（1953 年、
73 年、93 年そして 2013 年のそれ）を軸に、
宗教法人となった伊勢神宮がどのような戦
後を歩んできたのかを検討してみた。言説の
分析、神宮を中心とする伊勢の地勢の変化な
どに注目し、国民、国家、天皇の伊勢神宮に
対する新たな関係の形成過程を取り上げた。 
４．研究成果 
（１）明治の伊勢神宮については 
この時代の大きな力学は国家による伊勢神
宮の管理、天皇による伊勢神宮との親密な関
係の構築、日本人の伊勢神宮からの乖離、と
いう複数の現象にあることを示した。 
① 明治天皇による画期的な伊勢参拝（明治

２年；歴代天皇の中で初めての伊勢参拝）
が複数の連鎖反応を起こし、多くの改革
へと導いたことを明らかにできた。ここ
で制度上、儀礼上の改革に触れながらも
空間的な改革を中心に議論した。その空
間的改革が地元の神職と中央の官僚と
の合作であったことを示したうえ、とり
わけ天皇の歴史的参拝を相前後に実施
された神仏分離、さらに御師の廃止や没
落、そして内宮・外宮それぞれの空間的
リフォームに光をあてた。後者について
は、宮域内の本殿、宝殿、垣などの再配
置、また神宮司庁、神楽殿の新設によっ
て抜本的な衣替えを実施したが、その結
果は近代の伊勢神宮は閉ざされた空間、
また近代国家の権力関係を反映した空
間に生まれ変わったことを示すことが
できた。こうした空間的改革の到達点は、
伊勢神宮は天皇が自らの祖先を祀る「大
廟」への変貌にあったことを指摘できた。 

② このように変貌した伊勢神宮は近代国
家の管理下に置かれ、その将来は保障さ
れるが、神宮改革には負の結果もあった。
それは参拝者の激減にも（内宮の位置す
る）宇治と（外宮の位置する）山田とい
う町の衰退にも見えた。維新まで御師を
名乗る神職は全国から参拝者を伊勢神
宮に誘致し、宇治と山田の繁盛に大きく
寄与したが、彼らは明治の改革で廃止さ
れ、大きな打撃をうけたことを明らかに
した。そこで、御師なきあとの伊勢に焦
点を絞り、参拝者を再び伊勢に取り戻す
戦略を考察した。まず旅籠屋の経営者
（多くは旧御師）による戦略、次に伊勢
神宮の神職自身による戦略を取り上げ
た。前者に関しては三日市太夫と角屋と
油屋を事例にし、それぞれが歩んだ明治
時代を調べた。三日市は御師時代とほぼ
同じ「ビジネス手法」を用いたが、角屋
と（もと遊郭の）油屋は近代的ビジネス
モデルをもとめ、真正講に入り全国の参
拝者（旅行者）にアピールする作戦をと
った。さらに、神職による戦略としては、



主に神宮大麻（伊勢でいうお札のこと）
の配布や神職が新しく開発した神学に
ついて調べた。明治期にはこれなどの戦
略がこれといった効果もなく、参拝者の
数は回復をみることがなかった。それは
参宮鉄道が山田まで敷設されたことに
もかかわらずであった。 

③ 明治期については最後に調査したのは、
神苑会の活躍であった。1880 年に設立
をみた神苑会は、宇治・山田の実業家や
医者や神職から構成された民間団体だ
が、伊勢を近代化し、近代の参拝者を魅
せる伊勢像をえがき、それを実現するこ
とに成功したことを神苑会史料にもと
づき、示した。太田小三郎という人物が
率いる神苑会は、内宮にも外宮にも神苑
（＝新しい類の、近代的聖なる空間）を
切り開くほか、倉田山でも土地を購入し
て、開拓し、博物館などの近代的施設を
建設した。さらに内宮と外宮を倉田山経
由でつなげる御幸道路まで作った。神苑
会の遺産は、これにとどまらず、伊勢を
「神都」とブランド化し、伊勢が全国的
に「聖なる都」としての名声を博する基
盤を作ったことを証明した。 

（２）大正・昭和(前期)の伊勢神宮について 
この時代の大きな力学は伊勢神宮を離れて
いた国民が記録的な数で伊勢に戻ったこと、
国家も天皇もこれまでにない新な関係性を
伊勢神宮と形成していったことにあるが、そ
の史実を明るみに出きた。 
① 20 世紀に入ってからの伊勢神宮を理解

する鍵は、昭和４年に実施された式年遷
宮だと提案した。この遷宮は、明治維新
以来４回目であったが、これまでのもの
と異なっていた。それは遷宮の、天皇、
国家、国民との関係をみて示すことがで
きた。天皇は、明治初年から遷宮の儀礼
と密接な関係が確立され、それが昭和ま
で続いたが、国家との関係は明治後半か
ら大きな発展をみせた。その到達点は総
理大臣が昭和４年の遷宮にはじめて参
列したことにあった。国民との関係でみ
ても、昭和 4 年は大きな展開があった。
儀礼論を応用し、この遷宮が「国民儀礼」
としてはじめて実施されたことを示す
ことができた。それは遷宮が行われた当
日全国津々浦々の大勢の日本人が初め
て遥拝式などに参加したことにもみえ
たし、政府はそれが実現するように遷宮
の日を公共休日にする工夫もした。さら
に、この遷宮を相前後にこれまでにない
数の日本人が伊勢を参拝するようにな
った。明治期では、伊勢への参拝者が激
減する現象はあったが、昭和期となれば
その現象はなくなり、神都としての伊勢
は再び日本でもっとも多くの参拝者を
引きつける聖地となっていく過程を示
した。 

② なぜ 20 世紀に入ってからの伊勢神宮が、

聖地としての人気を回復できたかを説
明するのには、メディアの言説分析、国
定教科書における伊勢神宮の記述の分
析をおこない、また伊勢神宮自体が自ら
行った、あるいは他の組織に委託した広
報作戦を調査した。『朝日』を中心に新
聞が近代の伊勢神宮をどう語ったのか
もみた。昭和４年に入って新聞は様々な
画像、あるいはこれまでにない情緒あふ
れる論調をもって読者に伊勢神宮をア
ピールする、新たな試みをしたことを指
摘した。遷宮の直前にそれが急ピッチと
なったが、他方で、国が認定した、大正
以降の教科書を取り上げ、伊勢神宮、天
照大神、万世一系の神話、お伊勢参りな
どがどのように扱われたのかを分析し
てみた。要は、国史、国語、修身それぞ
れの科に伊勢神宮が姿を表し、戦前の教
育全体の重大な柱となったことを示し
た。本研究者はさらに、神宮の宣伝にも
目を配り、神宮教、神宮奉斎会、そして
全国神職会の活躍をとりあげたが、神宮
大麻の頒布運動が極めて重要で効果的
な広報手段であったことを明らかにし
た。 

③ このように、伊勢神宮をめぐる新聞の論
調、教科書の記述、それに神宮の宣伝の
他に日本が 30 年代に入って直面した国
家的な危機をもって伊勢神宮に対する
国民の認識が非常に高まることとなっ
た。本研究者が大正・昭和期で調査した
今一つの現象は、参拝者を迎えた宇治山
田の空間のさらなる変貌だった。新しい
現象としての、伊勢への修学旅行を取り
上げ、生徒達を待ち構えていた宇治山田
が空間的に明治からどう変わっていた
のかを参宮案内書などによって調べた。
重要だったのは、宮川電軌、朝熊山ケー
ブルカーの敷設に、倭姫宮、如雪園、宇
治橋公園などの建設だったが、もっとも
重視せざるを得ないのが大神都聖地計
画だ。これは、昭和期の実業家が神苑会
の事業を引き継ぎ、地元の、そして中央
の政治家と手を結んで宇治山田を文字
通り日本の「神都」にしようとする試み
であった。政府主導の事業となったこの
計画は結局戦争のため失敗に終わった
が、その行方を辿ってみた。最後に明る
みにできたのは、伊勢神宮の空間と戦争
との密接な関係であった。戦利品の展示
の場としての神苑、勝利祈願の場として
の内宮、米軍の爆撃の的としての宇治山
田にも光を当てることができた。 

（３）昭和（後期）・平成の伊勢神宮につい
て 
この時代の主な力学は伊勢神宮が超宗教的
な地位から一宗教法人に位置づけなおされ
たことにある、と議論した。憲法で信教の自
由が保障される関係で国民は伊勢神宮を離
れ、伊勢神宮の国家との関係も希薄化してい



った。それでも天皇は戦前から親密な関係を
保持することに成功したことを議論した。
1960 年代からは伊勢神宮の脱法人化の動き
が顕著になり、神社界は国家の伊勢神宮との
親密関係を求める一方、神宮は国民の寄付金
にたよる以上国民を対象に宣伝・広報活動に
一層の力を入れた。 
① まず 1953 年に（占領のために遅れて）

実施された戦後初の式年遷宮を軸に伊
勢神宮を考え、宗教法人として出発した
伊勢神宮の新しい有り様を描いてみた。
伊勢神宮が「神宮規則」などにより終戦
直後から皇室と特別な関係を保持でき
たことをまず証明した。また、伊勢神宮
はこれまでに存在しなかった、神社本庁
という宗教法人に所属し、そのなかで
「本宗」という（耳慣れない）最高の位
置づけをされたことを示した。重大な動
きが伊勢神宮式年遷宮奉賛会の設立と、
国民を対象にした募金活動であって、そ
れぞれについて調査をし、伊勢神宮の終
戦直後の苦難を浮き彫りにできた。 

② 1973 年の式年遷宮が行われるまでに伊
勢神宮の脱法人化、公的ステータスの獲
得への動きが本格的に始まっていたこ
とを論説した。主な行為者は神社界であ
るが、岸信介、池田勇人などの政治家も
神社界に同感していた。結論的には、
1973年10月の遷宮の時政府はまだ距離
を置いていたが、天皇の式年遷宮の諸儀
礼との関係性が戦前なみではないにし
ても復活し始めていたことを議論した。
他にも重要な動きとしては、一層強力な
奉賛会が設立されたことで、それが政治、
財界そして宗教の有力な人物の珍しい、
特徴的な全国的な組織であったことを
論じた。さらに、伊勢神宮は、法人化を
否定する広報・宣伝を全国に配信しはじ
めることを本研究者が証明することが
でき、その中身の分析も行った。 

③ 1993 年となれば天皇は 20 年前に比べ、
より親密な関係を 1993 年の式年遷宮の
諸儀礼と形成していったが、政府自体は
依然として儀礼的距離をおいた。伊勢神
宮は他方で国民の募金を必要とする以
上国民を対象とした広報・宣伝活動を新
時代（情報時代）に合わせた新たな方向
へもっていった。それはマーケティング
だが、研究代表者はその成果を評価した。
1993 年の遷宮に合わせて行われた今一
つの動きは、伊勢のいわば地政学の改革
であった。伊勢神宮や神社界ではなく地
元の実業家が主導権を握って内宮前の
空間（おはらい町）を抜本的にかえ、記
録的な数の参拝者を伊勢に誘致するこ
とに成功したことに光をあてた。 

④ 2013 年の式年遷宮において注目すべき
現象は、色々あったが、安倍晋三総理大
臣の遷宮参列はもっとも注目に値した。
これは総理大臣による戦後初、史上２度

目の遷宮参列であっただけに無視でき
ない。それは伊勢神宮の脱法人化をさら
に進める狙いがあったことを議論した。
他方で、記録的な数の参拝者が内宮を参
拝したこと、なかでも伊勢新発見のパワ
ースポットに惹きつけられた若者（とり
わけ女性）の姿が多くあったことに注意
をし、伊勢神宮が国民のプライベートの
信仰の場であり続けたことを指摘した。
天皇が依然として欠かすことのできな
い関係性を遷宮の諸儀礼ともっていた
ことはいうまでもない。以上のように国
家、国民、天皇との絆は一層深いものと
なっていったことを議論できた。さらに 
伊勢神宮及び神社界による遷宮前後の
広報内容を分析した。遷宮ごとの広報内
容が変わるが、1953 年は信教の自由、
1973 年は万世一系の天皇、1993 はよみ
がえりだったが、2013 年にはこれまで
にない「伊勢神宮と大自然」が大きなテ
ーマであったことを指摘することがで
きた。 
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